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年 頭 の ご 挨 拶

公益社団法人 瀬戸旭法人会

会　長　水　野　和　郎

　瀬戸旭法人会の会員の皆様、明けまして

おめでとうございます。旧年中は法人会の

活動にご支援ご協力を賜り誠にありがとう

ございました。

　昨年は２月には北京冬季オリンピック・

パラリンピックが開催されました。また11

月にはFIFAワールドカップカタール2022が

開催され、侍ジャパンは予選リーグにおい

て優勝候補のドイツ・スペインに逆転勝利

をおさめ、29年前のドーハの悲劇を払拭

し、ドーハの奇跡を起こし見事決勝トーナ

メントにコマを進め日本中を感動させまし

た。

　長年政界を引っ張って来た安倍元首相が

銃弾に倒れ、イギリスのエリザベス女王の

訃報もあり悲しい年でもありました。

　長引く新型コロナの影響、２月に始まっ

たロシアのウクライナ侵攻、さらには急激

な円高による影響で、エネルギーや穀物の

高騰などにより、日本でも電気料金・ガス

料金に加えて生活必需品などの値上げが相

次ぎ、経営者の皆様は大変な苦労をされて

いると思います。

　公益社団法人全国法人会連合では“ポス

トコロナの経済再生と財政健全化を目指

し、税財政改革の実現を！”“厳しい経営環

境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税

制を！”などをスローガンに掲げ、令和５

年度の税制提言を行ってまいりました。当

法人会では12月から瀬戸市、尾張旭市の両

市長その他の機関に対し提言活動を行いま

した。

　地元の話題に目を向けますと、瀬戸市出

身の藤井聡太棋士が史上初のタイトル四冠

対三冠となる王将戦で勝利し王将となり、

これにより、最年少五冠（「王位」「叡王」

「棋聖」「竜王」「王将」）の記録も更新しま

した。本年１月に開幕する王将戦ではあの

羽生９段との夢のカードが実現します。ぜ

ひ応援よろしくお願いします。

　また、令和５年10月から施行されます消

費税「インボイス制度」の導入にあたって

は、事前の登録申請手続きの期限が令和５

年３月31日までとなっておりますので早め

の準備をお願いします。

　法人会の活動につきましては、会員の皆

様の感染予防を第一と考え、多数の人が集

まる活動を自粛してまいりましたが、今年

度は瀬戸市のせともの祭、尾張旭市の市民

祭でのＰＲ活動も行うことが出来ました。

徐々にではありますが従来のような活動が

行えるようになりました。

　令和５年２月３日（金）には、法人会創立

70周年行事として、池上彰氏を講師として

お招きし、記念講演を開催いたします。多

くの皆様のご参加をお待ちしています。

　当法人会は、令和３年度から運営研究会

の発表担当会の指定を受け、昨年11月30日

には、名古屋東急ホテルにおいて、“地域と

ともに歩む法人会　～地道な活動を一歩一

歩～”のテーマで発表いたしました。

　また、本年３月には、東海法人会連合会

の大会において、活動内容等の発表を行う

ことになっていますので、皆様のご協力よ

ろしくお願いいたします。

　最後に、本年が会員の皆様にとりまし

て、良い年となりますようご祈念申し上げ

ます。



年 頭 の 御 挨 拶

名古屋国税局　課税第二部長

 磯　部　　 剛

　令和５年の年頭に当たり、公益社団法人

瀬戸旭法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶

を申し上げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政につ

きまして深い御理解と格別の御協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

　瀬戸旭法人会におかれましては、税のオ

ピニオンリーダーとしての責務を果たすべ

く、「租税教室」や「税に関する絵はがき

コンクール」といった税の啓発活動のほ

か、地域社会への貢献活動も実施していた

だいており、貴法人会は、会員企業と地域

社会にとって無くてはならない存在となっ

ています。

　私どもにとりましても、皆様のこうした

活動は大変心強いものであり、水野会長を

はじめ役員の皆様並びに会員の皆様の日頃

の御尽力に対しまして、心から敬意を表し

ます。

　私は、昨年七月の着任以来、機会あるご

とに「法人会の皆様は税務の組織にとって

強力なサポーターであると同時に、私ども

の組織の在り方や税務行政の執行等につい

て、厳しい御意見を頂戴することで、より

良き税務行政の執行の道を示してくれるか

かりつけのドクターです。」と申し上げて

まいりました。

　猛威を振るった新型コロナウイルス感染

症は、依然として予断を許さない状況にあ

りますが、コロナ禍以前と同様、否、コロ

ナ禍以前にも増して、税務組織の良きドク

ターとしての御意見をお聞かせいただくよ

う、新しい年を迎えるこの時に、改めてお

願い申し上げます。

　また、当局におきましては、昨年に引き

続き、本年10月に開始される適格請求書等

保存方式（インボイス制度）について、よ

り多くの事業者の皆様に制度の内容を十分

理解していただき、開始に向けた準備が進

められるよう取り組んでいるところです。

　貴法人会の皆様におかれましては、これ

までも登録申請書の早期提出に向けた周

知・広報活動や説明会の開催に御協力をい

ただいており、この場をお借りして厚く御

礼申し上げます。

　今後も、皆様の御理解のもと連携を図り

たいと考えておりますので、引き続き、御

協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに当たりまして、本年が公益社団法

人瀬戸旭法人会の更なる御発展と、会員の

皆様の御健勝並びに事業のますますの御繁

栄の年となるよう祈念いたしまして、年頭

の御挨拶とさせていただきます。



年 頭 の 御 挨 拶

尾張瀬戸税務署長

小　森　一　馬

　令和５年の年頭に当たり、謹んで新年の

お慶びを申し上げます。

　公益社団法人瀬戸旭法人会の皆様には、

日頃から税務行政に対しまして、格別の御

理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。

　昨年７月に着任してから半年が経ちます

が、水野会長をはじめ役員並びに会員の皆

様にお会いする度に貴重な御意見をいただ

くとともに、法人会活動に積極的に取り組

まれる皆様の姿を拝見してまいりました。

　これまでの活動について振り返ります

と、「連絡帳」の寄贈、「租税教室」への講

師派遣、「税に関する絵はがきコンクール」

を実施されるなど、様々な租税教育活動を

通じて、法人会の理念に基づく納税意識の

高揚を図られてきました。また、「手縫いぞ

うきんの寄贈」は昨年31回目を迎えるなど

公益社団法人として公益性の高い地域貢献

活動を会を挙げて取り組まれており、誠に

心強いものであります。

　さて、年も明け、間もなく確定申告の時

期となります。例年、２月から３月に開設

する確定申告会場には、多数の方が来場さ

れます。令和４年分の確定申告におきまし

ても、新型コロナウイルス感染症の感染防

止の観点から、ご自身のスマートフォンや

ご自宅のパソコンから国税庁のホームペー

ジにアクセスし、確定申告書を作成いただ

き、e-Taxで提出していただくことを、幅広

くご案内しているところです。

　特に、確定申告の時期には「ふるさと納

税に係る寄附金控除」や「医療費控除」を

受けるため、多くの方が確定申告書を提出

されます。従業員の皆様の中には確定申告

会場への来場を検討される方もいらっしゃ

るかと思いますが、従業員の皆様の感染リ

スクや社内の二次感染リスクを最大限回避

する観点から、多数の方が来場される確定

申告会場に出向くことなく、より安心・安

全な自宅からのe-Taxをご案内いただきます

ようお願い申し上げます。また、e-Taxです

と、パソコンやスマートフォンから即時又

は納付日を指定して口座引き落としにより

納付することも可能です。e-Taxの利用に当

たっては、マイナンバーカードが必要とな

りますが、e-Tax以外でもメリットが多くあ

りますので、取得のご検討をお願いしま

す。

　新型コロナウイルス感染症につきまして

は、全国旅行支援が行われるなど、新型コ

ロナウイルス感染症対策の基本的対処方針

に基づく「飲食」「イベント」「移動」の行

動制限の緩和が可能となり、社会経済活動

が活発で豊かな１年になることを願ってい

ます。また、活躍目覚ましい瀬戸市出身の

藤井聡太五冠や尾張旭市出身の髙橋宏斗投

手が所属する中日ドラゴンズが、地域を一

層盛り上げてくれることも期待していま

す。会員企業の皆様におかれましても希望

に満ちた充実した年となりますことを祈念

いたしますとともに、貴法人会が引き続き

魅力ある事業活動を展開され会員企業と地

域社会の発展に一層の貢献をされますこと

を御期待申し上げます。

　結びに当たりまして、貴法人会のますま

すの御発展と、会員の皆様の御健勝並びに

事業の御繁栄を祈念いたしますとともに、

よき一年となりますようお祈り申し上げ、

年頭の御挨拶とさせていただきます。



R4.9.1、9.8　パ ソ コ ン 研 修
　瀬戸商工会議所　　出席者各５名

R4.8.2　広 報 委 員 会
　瀬戸商工会議所　　出席者11名

R4.9.10～11　せともの祭

R4.10.8～9　尾 張 旭 市 民 祭

R4.8.17　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　  瀬戸商工会議所　　出席者24名

R4.11.8　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　  瀬戸商工会議所　　出席者12名



R4.10.24　事 業 委 員 会
　瀬戸商工会議所　　出席者14名

R4.9.30

第２回理事会・４部会合同研修会（女性部、

青年部、ビジネス交流、調査部）・署長講演会

　演題「これまでの経験と税務行政の現状・将来」
　　　　　瀬戸商工会議所　大会議室　出席者63名

R4.11.17～18　年 末 調 整 説 明 会

瀬戸商工会議所（２回）・スカイワードあさひ
　　　　　　　　　　　　　出席者87名

R4.12.7　県連 令和４年度 税制講演会
　　　　　 　　　ウインクあいち　　出席者１名

演題：「カーボンニュートラルの実現に向けた取り組み」

講師：東邦ガス㈱代表取締役会長　冨成　義郎 氏

R4.11.4　第１回組織委員会・厚生委員会
　　　瀬戸商工会議所　大会議室　　出席者23名



R4.11.30 県連 令和４年度法人会運営研究会
　　　　　　　名古屋東急ホテル　　出席者５名

R4.11.22　大 規 模 法 人 研 修 会
　　　　　ウインクあいち　　出席者３名

R4.9.15　建設業部会企業施設見学会
　　三島スカイウォーク（静岡）　参加者７名

R4.10.21　陶商部会企業施設見学会
　　　　　明宝ハム工場（岐阜）　参加者９名

令和５年度　税制改正に関する提言

R4.12.12　瀬戸市長　伊藤　保德 氏 R4.12.14　瀬戸市議会議長　水野　良一 氏

R4.12.12 　尾張旭市長　森　和実 氏 R4.12.12　尾張旭市議会議長　篠田　一彦 氏



R4.12.8　手 縫 い ぞ う き ん 寄 贈

瀬戸市役所　福祉課　600枚寄贈 ノベルティ・こども創造館　200枚寄贈尾張旭市役所　福祉課　400枚寄贈

今回も瀬戸市、尾張旭市に1,200枚を寄贈し、31回目となりました。

R4.12.8　署 長 と の 座 談 会　　瀬戸商工会議所　　出席者14名

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）

専修大学法学部卒業後、漫画プロダクションを経て
漫画家に。現在はフリーランスのイラストレーター
として、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。

※左の絵と右の絵には相違点が７か所あります。見つかりますかな？（答えはP31下にあります）



　令和４年10月13日（木）第35回「法人会全国大会」千葉大会が千葉市の“幕張メッセ　幕

張イベントホール”にて、全国から1,700名を超える会員が参加し盛大に開催され、当法人

会からは水野会長の外２名が参加しました。

　第１部記念講演は「女性がテレビで働くということ」をテーマに　キャスター　ジャー

ナリスト　安藤裕子氏。

　入社当初のテレビの現場での女性の立場のお話が印象的でした。

　続く、第２部の式典では、税制税務委員長から【ポストコロナの経済再生と財政健全

化】を柱とする令和５年度税制改正提言の内容説明、青年部会による租税教育活動の報告

等が行われ、全法連副会長が「大会宣言」を読み上げ、次回の開催地である群馬県連会長

の閉会のことばで式典を終了した。

　

令和５年度税制改正スローガン

　 ・ポストコロナの経済再生と財政健全化をめざし、税財政改革の実現を！

　 ・適正な負担と給付の重点化・効率化で、持続可能な社会保障制度の確立を！

　 ・厳しい経営環境を踏まえ、中小企業の活性化に資する税制を！

　 ・中小企業にとって事業承継は重要な課題。本格的な事業継承税制の創設を！

第 38 回 法 人 会 全 国 大 会  千 葉 大 会
（令和４年度税制改正提言大会）

第 38 回 法 人 会 全 国 大 会  千 葉 大 会
（令和４年度税制改正提言大会）



　沖縄県沖縄市にて、第36回法人会全国青

年の集い「沖縄大会」が～ゆいまーる未来

をまもり、拓く～のもと2022年11月24日（木）・

25日（金）の二日間にわたり開催され、瀬戸

旭法人会青年部会からは４名で参加しまし

た。

　大会スローガンには現代の日本において

「ゆいまーる（助け合い）」が税の本質であ

り全国から集う仲間と共にその想いを共有

し、地域や国の発展を担う子供たちの未来

を守るため国の財政破綻を回避すべく私た

ち自らが先導者として能動的に明るい未来

を切り拓いていくという覚悟を表現する思

いが込められているそうです。

　スケジュールは、24日（木）に租税教育活

動プレゼンテーション、健康経営大賞、部

会長ウェルカムパーティー、25日（金）に、

部会長サミット、記念講演、大会式典、大

懇親会が実施されました。大会を通して約

2,300名の会員参加がありコロナ禍以前の大

会規模に戻り盛大に開催されました。租税

教育活動プレゼンテーションでは全国から

12法人会の素晴らしい取り組みが発表さ

れ、健康経営大賞では全国から５法人会と

５企業の個性あふれる取り

組みが発表されました。特

に全国の租税教育活動の発

表では全法人会とも租税教育の完成度が高

く、活動の継続性も長期的に行っており、

大変感動と刺激を受けました。部会長サ

ミットではグループディスカッションにて

青年部会の活動の現状の問題点と今後の目

標を討論しグループ発表を行いました。記

念講演では吉村健佑さんが財政健全化に繋

がる健康経営の実装と実践について大変わ

かりやすく講演いただきました。大会式典

では前日のプレゼンテーションの結果発

表、各種表彰が行われ、大懇親会では沖縄

県出身のきいやま商店のエンタメバンドを

楽しみました。来年は山形県で全国大会の

開催が予定されており、熱のこもったＰＲ

をしていました。

　この全国青年の集いは、日本各地のメン

バーと出会い刺激がもらえる貴重な大会だ

と感じました。この経験をもとに瀬戸旭法

人会青年部会がさらに発展できるよう多く

の部会員に感動を伝えたいと思います。

青年部会　部会長　丸善運輸㈱　 長谷川　敬



専務理事　飯田　浩二

　令和４年11月30日（水）午後２時30分か

ら、名古屋東急ホテルにて、令和４年度愛

知県法人会運営研究会が開催され、当会か

らは水野会長、ほか４名が出席しました。

　「活動研究の発表」は、２年目となる名

古屋東法人会・瀬戸旭法人会、１年目であ

る名古屋中法人会・名古屋西法人会の４法

人会。

　最初に名古屋東法人会から「広げよう

法人会の　和」～人と人、地域と繋がる法

人会活動を目指して～と題して、法人会内

部の和、法人会外部との和、法人会の和を

活用した地域・社会貢献活動について内容

紹介。特に、地域とともに取り組んでいる

“早咲き！桜みちまつり”は大変印象的で

した。

　続いて、当法人会の「地域とともに歩む

法人会」～地道な活動を一歩一歩～　と題

して、長年の地域貢献活動を紹介するとと

もに、これからも次なる70年継続のため

に、地道な活動を続けていく重要性につい

て発表しました。

　１年目である、名古屋中法人会は「地域

と企業と若者を結ぶ法人会」～輝ける若者

を育てよう～と題して、「『生きづらさを抱

えた若者たち』の人たちと、人材不足に悩

む企業家の人たちを結ぶマッチング問題」

の取り組みについての発表。

　続いて、名古屋西法人会から「地域社会

に必要とされる法人会」～進化する地域社

会貢献活動～と題して、公益社団法人とし

て社会貢献活動の現在・過去・未来的なス

トーリーについて発表。

　会員の減少、法人会の知名度アップ等直

面する諸問題はどの法人会も同様であり、

他法人会の活動を参考としながら、当法人

会の今後の事業活動に活かしてゆきたいと

思います。

令和４年度愛知県法人会「運営研究会」令和４年度愛知県法人会「運営研究会」



「くらしを支える税」をテーマに

　　　　税を考える週間（11月11日～17日）展開
今年度も、尾張瀬戸税務連絡協議会の各団体が参加して多くの行事が開催されました。

晴れの受賞おめでとうございます
令和４年度納税表彰

尾張瀬戸税務署長表彰

　多年にわたり、申告納税制度の普及・発展に貢献されました。

名古屋国税局長表彰

　多年にわたり、申告納税制度の普及・発展に貢献されました。

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰

　多年にわたり、国税及び地方税の適正な申告に貢献されました。







R4.11.15　東栄小学校 R4.11.16　白鳳小学校 R4.11.24　旭丘小学校

R4.11.24　本地原小学校 R4.11.25　三郷小学校 R4.11.25　水南小学校



氏　　名

安形　　円

石橋茉奈実

岩元　美萊
恩和優如楽

小林　莉子

斉藤　陽咲

當山　莉央

濵　小都菜

備前　瑚子

水谷　　綾

森田みの理

早瀬帆乃佳

学 校 名

長 根 小 学 校

水 野 小 学 校

氏　　名

永樂　あこ

黒柳　　樹

髙尾　紅羽

大前那菜子

山崎　陽香

木村　彩乃

荒木　志乃

イナン　アリフェ

神谷　利沙

鶴　　士心

寺田　　愛

前田　　蘭

学 校 名

旭 小 学 校

東 栄 小 学 校

渋 川 小 学 校

本地原小学校

瑞 鳳 小 学 校

瀬戸市 尾張旭市

尾張旭市役所瀬戸市役所

R4.10.18　絵はがきコンクール最終審査会
　　　　　　　瀬戸商工会議所　大会議室　　出席者13名

氏　　名

野崎　帆那

牧原　悠真

後藤　徹平

学 校 名

三 郷 小 学 校

旭 丘 小 学 校

R4.11.28　瑞鳳小学校 R4.12.6　長根小学校



　

こ
の
作
品
は
、
令
和
四
年
度
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
」
で

尾
張
瀬
戸
税
務
署
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

令
和
四
年
度　

◆ 

署 

長 

表 

彰 

◆

　

私
は
、
温
泉
に
行
く
時
に
少
し
値
段
が
高
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
調
べ
た
ら
、
日
本
に
は
温
泉
を
利
用
す
る
際
に
課
せ
ら
れ

る
「
入
湯
税
」
と
い
う
個
性
的
な
税
金
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
税
収
は
環
境
衛
生
施
設
や
温
泉
施
設
の
整

備
、
観
光
の
振
興
に
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
世
界
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
税
金
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で

税
金
を
集
め
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

肥
満
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州
で
は
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
肥
満
の
原
因
と
な
る
砂
糖
が
含
ま
れ
る
炭
酸
飲

料
に
「
ソ
ー
ダ
税
」
と
い
う
税
金
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
と
同
様
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
肥
満
防
止
策
と
し
て
「
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
税
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
塩
分
や
糖
分
が
多
い
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
始
め
、
砂
糖
が
含
ま
れ
る
清
涼

飲
料
水
や
ケ
ー
キ
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
も
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
買
う
人
の
負
担
に
は
な
る
け
ど
、
買

い
過
ぎ
を
軽
減
出
来
て
、
食
べ
過
ぎ
る
人
も
少
な
く
な
る
か
ら
、
国

民
の
健
康
も
考
え
た
税
金
だ
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
渋

滞
が
慢
性
化
し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
交
通
状
況
改
善
と
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、「
渋
滞
税
」
と
い
う
税
金
が
あ
り
ま

す
。
市
内
の
特
定
エ
リ
ア
・
特
定
時
間
帯
に
自
動
車
で
通
行
す
る
と

課
金
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
だ
け
ど
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
電

気
自
動
車
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
車
、
バ
イ
ク
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
は
免
除
と
な
る
そ
う
で
す
。
も
し
、
自
分
が
そ
こ
に
住
ん

で
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
電
気
自
動
車
で
も
な
い
車
で
、
そ

の
時
間
に
そ
こ
を
通
行
す
る
必
要
が
あ
る
時
に
は
、
他
と
も
差
が

あ
っ
た
り
し
て
、
や
っ
ぱ
り
渋
滞
税
は
払
い
た
く
な
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
「
渋
滞
が
減
る
」
「
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
人
が

増
え
る
」「
環
境
に
や
さ
し
い
」
と
い
う
点
で
は
、
国
も
国
民
も
う
れ

し
い
と
思
う
し
、
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
国
民
の
幸
福
度
が
高
い
と

い
わ
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
消
費
税
が
「
二
十
五
％
」
と
他
の
国

に
比
べ
た
ら
高
く
は
な
る
け
ど
そ
の
分
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の

教
育
費
と
病
院
は
無
料
だ
か
ら
、
誰
一
人
文
句
は
言
わ
な
い
そ
う
で

す
。
高
い
税
金
を
払
っ
た
分
、
国
民
の
生
活
が
少
し
で
も
楽
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
た
ら
、
文
句
は
言
え
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
世
界
の
個
性
的
な
税
金
に
つ
い
て
知
り
、
よ

り
税
金
や
お
金
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
税
金

は
、
全
て
そ
の
国
や
国
民
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
感
心
し

ま
し
た
。
今
度
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
国
の
個
性
的
な
税
金
を
調
べ

た
り
、
集
め
た
税
金
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
調
べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
 

世
界
の
個
性
的
な
税
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
瀬
戸
市
立
に
じ
の
丘
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　
　

小 

出　

さ
く
ら



　

こ
の
作
品
は
、
令
和
四
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
で

尾
張
瀬
戸
税
務
署
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

「
僕
の
生
ま
れ
育
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
日
本
の
政
府
が
た
て
て

く
れ
た
橋
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
学
校
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
。
」

「
私
は
日
本
の
支
援
が
あ
っ
て
手
術
で
き
た
よ
。」

　

留
学
先
で
、
出
会
っ
た
学
生
が
日
本
人
の
私
に
最
初
に
語
り
か
け

て
く
れ
た
日
本
に
対
す
る
熱
い
感
謝
を
私
は
、一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

み
な
さ
ん
は
、
国
際
協
力
と
い
う
活
動
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
国
際
協
力
は
、
国
籍
、
人
種
を
問
わ
ず
政
府
間
、
他
国
間
で
行

う
国
境
を
越
え
た
援
助
や
協
力
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
発
展

途
上
国
の
経
済
発
展
、
飢
餓
や
貧
困
で
苦
し
む
人
々
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
が
、
資
金
面
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
橋
、
道
路
、
鉄
道

な
ど
交
通
機
関
の
整
備
、
医
療
活
動
、
各
分
野
の
人
材
育
成
や
教
育

支
援
も
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
含
め
た
多
く
の
活
動
を
経
済
協
力

と
総
称
し
、
日
本
は
、
年
間
約
五
千
億
に
も
の
ぼ
る
資
金
を
国
際
機

関
に
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
国
際
的
地
位
の

確
立
、
友
好
関
係
構
築
、
輸
入
物
資
供
給
安
定
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
日
本
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
い
、
財
政
は
立
て
直
し
が
必
要
な
危
機
的
状
況
に
あ

る
。
五
千
億
と
い
う
大
金
は
、
全
て
私
た
ち
日
本
国
民
が
納
め
た
税

金
で
あ
り
、
国
の
発
展
と
未
来
の
為
に
全
て
の
国
民
に
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
裕
福
で
、
お
金
に
余
裕
が
あ
る
人
も
所
得
に
応
じ
た
金

額
の
税
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
銭
的
に
余
裕
が
な
い
な

ど
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
も
収
入
の
一
部
は
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
税
金
は
、
意
味
あ
る
こ
と
に
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
日
本
の
税
金
を
他
国
の
為
に
使
う

の
か
。
そ
の
資
金
を
日
本
の
為
に
使
え
な
い
の
か
。
と
い
っ
た
経
済

協
力
費
に
対
し
て
批
判
の
声
も
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
批
判
す
る

人
達
は
、
経
済
協
力
費
を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
知
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
し
、
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
以
前
に
日
本
が
こ
の
危
機
的
状

況
の
中
で
、
大
金
を
他
国
に
援
助
し
て
い
る
あ
る
種
日
本
の
抱
え
る

支
出
が
不
安
を
煽
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一

度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
や
石

油
の
多
く
は
、
先
進
国
が
支
援
し
て
い
る
発
展
途
上
国
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
南
ス
ー
ダ
ン
や

セ
ネ
ガ
ル
と
い
っ
た
国
は
、
未
来
あ
る
子
供
達
が
十
分
な
食
事
も
と

れ
ず
一
日
で
も
長
く
生
き
る
た
め
に
必
死
に
働
い
て
い
る
。
日
本
な

ど
の
先
進
国
は
、
こ
の
よ
う
な
発
展
途
上
国
の
支
え
も
あ
っ
て
平
和

と
繁
栄
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。

　

社
会
全
体
の
多
く
の
人
は
、
税
金
を
払
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
人
一
人
の
納
め
る
税
金
が
今
日
も

世
界
の
ど
こ
か
で
、
人
々
の
生
き
る
希
望
に
な
っ
て
い
る
。
私
も
将

来
、
海
を
越
え
た
先
の
人
々
の
未
来
を
救
い
た
い
。
あ
の
日
、
日
本

人
と
し
て
胸
に
刻
ん
だ
誇
り
と
共
に
。

　
　
　
　
　

 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
の
税
金
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蓮

令
和
四
年
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　令和４年11月13日（日）、尾張旭市立東栄

小学校にて青少年租税教育事業を開催いた

しました。

　事前の天気予報では雨となっており危う

い状況ではありましたが、当日の午前中は

天候に恵まれ無事開催することができまし

た。

　多くの子どもたちと保護者、近隣住民の

方々にご参加いただき笑顔のあふれる素晴

らしい事業となりました。「税金ウルトラク

イズ」では子どもたちに税を題材にしたク

イズに参加していただき、楽しく知り・学

んでいただきました。「税金トレジャーハン

ティング」では税金の名前の書かれたパス

ケースをお宝にみたて校庭に隠し、それを

子どもたちに探していただき、見つけた税

金の名前を発表してもらいその後その税金

について説明を聞き理解を深めました。大

人が考える以上に子どもたちが真剣に参加

し、税金への親近感、興味がわいたことと

思います。

　熱気球搭乗体験では開会から一時間半ほ

どフライトができましたが、途中から風が

出てきてしまったのでフライトは中止し急

遽ゴンドラ試乗体験とバーナー操作の体験

を行いました。子どもたちはとても興奮し

貴重な体験を楽しんでいました。

　事業の目的である日本の未来を担う地域

の子供たちに、税の仕組み、大切さを学

び、国や地域を愛する気持ちを深めてもら

うことが出来たと思います。

　教育現場では、学校のみならず家庭・地

域・企業が連携し、子どもたちが「自ら考

え、学び、生き抜く力」を身につけること

が今後の教育方針の核とされています。法

人会、一企業人として青少年教育の一役を

担い、携わることが大切であり、今後も青

少年租税教育事業の継続が必要であると考

えます。

　開催にあたり、小学校、PTA関係者、地

域近隣の方々、気球クラブ様、ラジオサン

キュー様、そして法人会青年部会員並びに

事務局の皆様より多大なるご支援、ご協力

をいただき、無事に開催できたことを心よ

り感謝いたします。ありがとうございました。





　

１
９
９
３
年
５
月
25
日
、
富
士
特
殊
紙
業
が
瀬
戸
市
の
暁
工
業
団

地
に
、
名
古
屋
市
西
区
か
ら
移
転
す
べ
く
建
設
し
た
本
社
と
工
場
の

落
成
式
の
日
で
す
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
く
、
来
年
に
は
30
年
に
な

り
ま
す
。
今
日
先
代
が
富
士
市
で
創
業
し
て
か
ら
74
年
で
す
が
、
瀬

戸
で
の
業
務
活
動
が
一
番
長
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
か
ら
社

内
外
に
向
け
て
「
今
日
か
ら
わ
が
社
は
せ
と
も
の
に
な
る
」
と
宣
言

し
ま
し
た
。

　

会
社
に
と
っ
て
も
私
個
人
に
と
っ
て
も
瀬
戸
市
は
今
ま
で
全
く
無

縁
で
し
た
。
得
意
先
も
仕
入
れ
先
も
あ
り
ま
せ
ん
、
行
政
機
関
も
全

て
新
し
い
お
付
き
合
い
で
す
。

　

約
３
０
０
名
の
社
員
を
抱
え
て
新
天
地
に
引
っ
越
し
て
き
た
の

で
、
社
員
も
会
社
も
新
し
い
土
地
に
馴
染
む
の
に
戸
惑
っ
て
い
る
の

が
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
新
し
い
土
地
に
移
転
し
て
第
一
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
な
ん
で
あ
る
か
を
先
輩
か
ら
の
助
言
も
あ
り
一
応
心
得
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
人
間
関
係
」
の
構
築
で
す
。

　

今
ま
で
名
古
屋
に
い
た
時
に
ほ
と
ん
ど
断
っ
て
き
た
団
体
や
業
界

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
商
工
会
議
所
、
法
人
会
、
危
険
物
安
全
協
会
、
工
業
団
地
協

議
会
、
そ
れ
か
ら
行
政
の
様
々
な
委
員
会
、
審
議
会
、
理
事
会
な
ど

依
頼
さ
れ
た
も
の
は
出
来
る
だ
け
お
受
け
し
て
、
そ
の
何
ら
か
の
お

役
に
就
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
３
年
後
に
は
瀬
戸
市
で
の
「
人
間
関
係
の
輪
」
が
一
挙
に

広
が
り
ま
し
た
。

　

同
じ
地
域
社
会
で
色
々
な
会
に
参
加
し
て
い
る
と
「
人
間
関
係
の

輪
」
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。

　

結
果
、
人
間
関
係
が
広
が
る
と
同
時
に
厚
さ
も
出
来
て
き
て
重
み

も
つ
い
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
私
が
落
成
式
で
「
せ
と
も
の
に
な
る
」
と
宣
言
し
た
こ

と
が
実
現
に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
社
会
で
工
場
を

も
っ
て
会
社
を
運
営
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
と
旨
く
共
存
す
る
と

い
う
こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。
今
後
も
当
社
は
地
域
に
溶
け
込
ん
だ

社
風
の
確
立
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
せ
と
も
の
」
に
な
る



　

食
品
は
人
が
直
接
摂
取
す
る
も
の
で
食
の
安
全
、
安
心
が
不
可
欠

で
あ
り
食
品
の
腐
敗
・
変
敗
・
有
毒
・
有
害
な
も
の
を
含
ん
で
い
た

り
食
中
毒
菌
な
ど
汚
染
さ
れ
た
り
す
る
と
人
の
健
康
を
損
な
う
も
の

で
あ
り
製
造
者
は
食
品
等
の
安
全
、
安
心
更
に
は
食
べ
る
こ
と
の
喜

び
を
提
供
す
る
こ
と
も
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

食
品
衛
生
管
理
に
目
を
向
け
ま
す
と
昨
年
六
月
か
ら
食
品
衛
生
法

が
改
正
さ
れ
完
全
実
施
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
全
て
の
食
品
関
係

事
業
者
は
原
則
『H

A
C
C
P

』
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
に
取
り
組
む
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
食
品
業
界
と
し
て
は
大
変

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
実
施
す
る
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
悩
み
心
配
し

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

『H
A
C
C
P

』
と
は
宇
宙
食
を
作
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
手
法
で

す
。
す
べ
て
の
食
品
関
係
事
業
者
で
『H

A
C
C
P

』
を
取
り
入
れ
る

事
は
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
の
様
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
何
度
も
説

明
等
を
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『H

A
C
C
P

』
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
と
は
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
行
っ
て
き
た
衛
生
管
理
の
内
、

絶
対
に
疎
か
に
で
き
な
い
重
要
管
理
点
『
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
・

菌
を
付
け
な
い
、
菌
を
増
や
さ
な
い
、
菌
を
殺
す
』
と
温
度
管
理

等
、
当
た
り
前
を
洗
い
出
し
確
実
に
行
う
為
の
手
順
を
書
き
出
し

日
々
実
行
し
記
録
し
時
々
振
り
返
り
必
要
な
ら
ば
よ
り
良
い
方
法
に

改
善
し
て
ゆ
く
と
い
う
努
力
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
取
り
組
み
方
法

さ
え
理
解
で
き
れ
ば
決
し
て
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
で
は
な
く
中
、

小
、
個
人
経
営
者
で
も
実
施
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

食
品
業
界
を
取
り
巻
く
変
化
、
外
食
、
中
食
依
存
度
の
増
加
、
調

理
食
品
へ
の
需
要
の
増
加
等
、
食
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
輸
入
食
品

の
増
加
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
食
中
毒
の
多
発
、

健
康
食
品
の
被
害
等
発
生
、
食
品
容
器
の
国
際
標
準
化
等
多
く
の
食

品
衛
生
を
め
ぐ
る
課
題
が
出
て
お
り
改
正
食
品
衛
生
法
が
二
十
一
年

度
か
ら
実
施
す
る
事
に
成
り
『H

A
C
C
P

』
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
を

実
施
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
ま
た
家
庭
で
も
応
用
で
き
ま
す
の
で

事
故
の
無
い
安
全
な
生
活
を
送
っ
て
い
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

食
品
衛
生
法
の

　
　
改
正
実
施
に
向
け
て



上がってしまいました。

　百しょうは、とっさに、

「もし、このさむらいを助けたら、あとでわ

したちが敵のさむらいにどんなしかえしをさ

れるかわからない。」と思い、

「食べられるようなものは、何もありゃせ

ん。」と、どなりかえしました。すると、さむ

らいは、刀をぬいて、家の中へ入ろうとした

ので

「出ていけっ。おーい、ぬすっとだあ。ぬ

すっとだあ。」と、大声でまわりの家々にふれ

まわりました。

　時はちょうど、五月の節句の前、のぼりを

立てるために用意してあった竹を持って、近

くの人たちが走り出てきました。そうして、

さむらいを追っていき、竹でたたいたり、つ

きさしたりして、とうとう殺してしまいました。

　それからというものは、この宮脇のあたり

では五月の節句にのぼりを立てると、立てた

家の子どもがつぎつぎに死んでしまうという

不幸が続きました。

　これは、きっとのぼり竿で殺されたさむら

いのたたりだということになり、それからは

節句にのぼりを立てる家がなくなったという

ことです。

　その後、村人たちは、死んださむらいのた

めにお墓をつくり、花などをそなえてお参り

をしているそうです。

　五月には、男の子が強くたくましく育つよ

うにという願いをこめた端午の節句がありま

す。だから、昔から男の子のいる家では、の

ぼりを立てたり、武者人形を座敷にかざった

り、おもちをついたりしてお祝いをします。

しかし、深川神社のそばの宮脇町あたりで

は、ふしぎに五月の節句になってものぼりを

立てる家はありません。どういうわけでしょ

う。それには、こんなわけがあるからです。

　四百年ほど前（千六百年ごろ）、豊臣方と徳

川方の軍勢が、長久手村でいくさをしまし

た。このいくさは　はげしく、やりで腹をさ

されたり、刀で背中を切られたりして、両方

のさむらいがたくさん命を失いました。負け

た豊臣方の一人のさむらいが、傷つきなが

ら、あえぎあえぎ逃げてきました。そのさむ

らいの体は、やりや刀の傷で血だらけでし

た。よろいは破れ、傷ついた足をひきづり、

つるの切れた弓をつえにして、ようやく一軒

の農家の前までたどりつきました。

　そこは、ちょうど瀬戸の宮脇のあたりでし

た。さむらいは、百しょうの家の戸をドンド

ンドン　ドンドンドンとたたき

「おたのみもうす。何か食べる物をくださ

れ。腹がへって、倒れそうじゃ。」

戸をあけた百しょうは、血だらけでかみの毛

をふりみだし、ギラギラと光るするどい目つ

きのさむらいが立っていたので思わずふるえ

深川小学校跡地の裏にある墓地内の落武者の
お墓。線香の煙りやお花がたえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  たん ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ざ しき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とよとみがた

　　　　　　 ぐんぜい　　　　　なが く　て　むら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 うしな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いっけん

　　　　　　　　　　　　　　　　 たお

　　　　　　つづ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ざお
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　　　最近、相続のことが気になっています。平成30年に相続のルールが改正されたと聞きま

したが、どのように改正されたのでしょうか。

　　　　　平成30年７月に民法で相続を規定している部分、いわゆる相続法が改正されまし

た。これは昭和55年以来の大きな改正で、具体的には①自筆証書遺言に添付する財産目録の作

成がパソコンで可能（平成31年１月13日施行）、②預貯金の払戻し制度の創設（令和元年７月１

日施行）、③遺留分制度の見直し（令和元年７月１日施行）、④被相続人の介護や看病で貢献し

た親族は金銭要求が可能（令和元年７月１日施行）、⑤配偶者居住権の創設（令和２年４月１日

施行）、⑥法務局で自筆証書による遺言書の保管可能（令和２年７月10日施行）などの措置が行

われました。

　例えば、自筆証書遺言は、作成後の紛失や、相続人によって隠匿もしくは変造されるおそれ

がありましたし、遺産分割終了後に自筆証書遺言が発見され共同相続人間での紛争を生じさせ

る原因にもなり得ました。これらの問題を防止するために、自筆証書遺言の保管制度が創設さ

れました。

　　　税務上、取り扱いが変わったことはありますか。

　　　　　まず、配偶者居住権の創設により、配偶者居住権の評価をすることになりました。

また、遺留分制度については、改正前の民法では、減殺請求によって当然に遺留分権利者に所

有権等の権利が帰属する物件的効果が生ずることされていたため、遺贈または贈与の目的財産

は受遺者と遺留分権利者との共有状態になることが多くあり、共有関係の解消をめぐって新た

な紛争も生じていました。そこでこのようなことを回避するため、遺留分権利者およびその承

継人は、受遺者または受贈者に対し遺留分侵害額に相当する金銭の支払いを請求することがで

きることになりました。

　　　配偶者居住権について、税務上の取り扱いで注意することはありますか。

　　　　　配偶者居住権が、被相続人から配偶者居住権を取得した配偶者とその配偶者居住権

の目的となっている建物の所有者との間の合意や放棄により消滅した場合、建物等所有者が、

その消滅直前に、配偶者が有していた配偶者居住権の価額に相当する利益または土地を使用す

る権利の価額に相当する利益に相当する金額が、配偶者から贈与によって取得したものとされます。

　　　遺留分侵害額請求権について、税務上の取り扱いで注意することはありますか。

　　　　　受遺者と遺留分権利者の合意により金銭の支払いに代えて相続財産である不動産等

の分与が行われた場合は、代物弁済として譲渡所得の課税対象になります。例えば、遺留分侵

害額が3,000万円であり、受遺者が相続した3,000万円の土地を遺留分権利者に金銭に代えて分

与した場合、受遺者は土地を3,000万円で譲渡したことになり譲渡所得について課税になりま

す。また、分与を受けた遺留分権利者はその土地を3,000万円で取得したことになります。

リサ

サキ先生















旭 中

旭 西

本 地

日比野享税理士事務所

㈱ＡＫホーム

あおば工房㈱

日比野　享

加古井　陽

斎藤麻希宏

税理士

不動産業

建設業

支 部 名 法　　人　　名 代 表 者 名 職　　種

会員募集

　様々な業種の経営者と知り合い、自分とは違う分

野で活躍される方との交流は、新たな事業展開のヒ

ントをつかむチャンスです。瀬戸旭法人会では会員

を募集しています。会員の知り合いの法人で法人会

への加入を紹介していただける方、また会報誌をご

覧になって興味を持たれた法人の方はお気軽に事務

局へご連絡ください。

　法人会では次のような事業を行っています。

・研修事業＝税法、教養、著名人による経済等の講演

・地域社会貢献事業＝手縫い雑巾の市等への寄贈、

　新小学一年生へ「れんらく帳」の寄贈、地元コミュ

　ニティラジオ局を活用し、「学校大好き」で生徒・

　児童の魅力を紹介。

・福利厚生事業＝団体加入による優遇制度を利用し

　た大型保障保険等の各種保険の提供、大型テーマ

　パークの利用割引券

・交流事業＝各部会（青年部、女性部、ビジネス交流、

　陶商、建設業、調査部）、支部

・情報発信・事業支援＝ＥＴＣ最適化支援サービス、

　税法改正の要望・提言、会報誌配布、税務参考資料の配布

《公益社団法人瀬戸旭法人会

　　　　　TEL 0561-84-1161　FAX 0561-84-1325》

令和４年８月１日～令和４年12月31日　　　　　　　　　　　 （支部別五十音順）新会員の紹介

　新年明けましておめでとうございます。皆

様におかれましては、つつがなく新しい年を

お迎えのこととお慶び申し上げます。本年も

会員の皆様と共に活溌な会運営に努めてまい

りますので、よろしくお願い申し上げます。

　昨年は３年ぶりに瀬戸市のせともの祭が開

催されるなど、各地でも様々なイベントが開

催されるなど明るいニュースを耳にします。

また11月に開催されたFIFA2022ワールドカッ

プカタール大会では、侍ジャパンはドイツ・

スペインに勝利し、日本に感動を与えてくれ

ました。

　しかし、なかなか先の見えない新型コロナ

の影響、ロシアのウクライナ侵攻、さらには

急激な円高により、エネルギー関連や食料

品、生活必需品に至るまで様々なものが値上

がりをしています。

　このような状況下のなかで、経営者は最適

な情報を集め、厳しい経営判断をする必要性

に迫られています。

　法人会は異業種交流することで、様々な情

報交換をすることができます。それらの情報

はこれからの経営判断の有益な情報となりう

るものだと思っています。会として、お互い

に力をつけていくためにも、会員増強活動に

引き続きご協力をいただけますよう、よろし

くお願いいたします。



令和５年１月15日

公益社団法人　瀬戸旭法人会

広報委員会

瀬戸市見付町38番地の２

TEL 0561－84－1161
FAX 0561－84－1325
http://www.setoasahi-

houjinkai.org/

　会員の皆様にお願いがございます。会社の住

所・資本金・代表者等の変更がありました時

は、速やかに事務局までご連絡くださいますよ

うお願い申し上げます。届け出用紙は事務局に

ありますので、連絡いただければＦＡＸいたし

ます。

R4.12.20  広報委員会

　Ｗ杯カタール大会　ドーハの歓喜。

　コロナウイルス・ウクライナ危機など不安定な世界情勢が続く中で、惜しくもベスト８入りは果

たせませんでしたが、日本代表の雄姿は我々の目にひときわ明るく映ったのではないでしょうか。

　私たちも彼らを見習い、どんな困難にも下を向くことなく、創意と努力で新たな年を乗り越えて

いきましょう。（M.Y.）

間違い探し『梶原平三誉石切』の答え　 ①刀の長さ（左上）、②さかやき（中上）、③「納」と「紙」（左中）、④腕の柄（中央）、⑤石垣の穴（右中）、⑥扇子（右下）、⑦刀のさや（右下）





瀬戸信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

十 六 銀 行

名 古 屋 銀 行

愛 知 銀 行

大垣共立銀行

あ い ち 尾 東
農業協同組合

あ い ち 尾 東
農業協同組合

十 六 銀 行

瀬戸信用金庫

中 京 銀 行

中日信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

東春信用金庫

東濃信用金庫

名 古 屋 銀 行

(加盟金融機関) (加盟金融機関)
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